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環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をCDーRに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp　　　　携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html
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川
の
国 
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玉

忍川・さきたま調
節池・酒巻導水路
が変わる…

川のまるごと
再生プロジェクト始動！
川のまるごと
再生プロジェクト始動！

あなたのそばに、いつも、ずっとあなたのそばに、いつも、ずっとあなたのそばに、いつも、ずっと P.2P.2P.2



　

高
齢
人
口
が
過
去
最
多
と
な
り
、

急
速
に
高
齢
化
が
進
展
す
る
日
本
。

こ
れ
は
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
の
全
人
口
に
占
め
る
65
歳
以

上
の
割
合
（
高
齢
化
率
）
は
、
平
成

26
年
2
月
1
日
現
在
で
25
・
5
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
4
人
に
1

人
が
高
齢
者
と
い
う
状
況
で
す
。
ま

た
、
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の

世
帯
、
介
護
を
必
要
と
す
る
世
帯
な

ど
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
た

め
、
誰
も
が
気
軽
に
相
談
で
き
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

必
要
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

国
の
推
計
で
は
、
本
市
の
高
齢
化

率
は
2
0
2
5
年
（
平
成
37
年
）
に

本
市
の
高
齢
化
の
現
状

特
集

あ
な
た
の
そ
ば
に
、
い
つ
も
、
ず
っ
と
…

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
不
安
な
こ
と
、
相
談
し
た
い
こ
と
は

誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。

特
に
高
齢
者
は
、
そ
う
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
と
き
に
、
頼
れ
る
存
在
が
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

き
っ
と
、
あ
な
た
の
良
き
相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

33
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、
3
人
に
1

人
が
高
齢
者
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
安
心
し
た
生
活
を
送

る
た
め
に
も
、
誰
も
が
気
軽
に
専
門

的
な
相
談
が
で
き
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
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高齢者数および高齢化率など推移推計

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年
65歳以上人数　　75歳以上人数　　65歳以上割合（％）　　75歳以上割合（％）

（人） （%）

10.2%10.2%

22.4%22.4%

12.1%12.1%

27.6%27.6%

14.8%14.8%

31.1%31.1%

18.9%18.9%

33.1%33.1%

21.5%21.5%

34.5%34.5%
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高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

ま
ち
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

介
護
・
福
祉
・
健
康
・
医
療
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
高
齢
者
や
そ
の

家
族
を
支
え
て
い
る
の
が
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
現
在
、

市
内
4
カ
所
に
同
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
市
か
ら
委
託
を
受
け

た
社
会
福
祉
法
人
や
社
会
医
療
法
人

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
な
ど
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
相
談
は
さ
ま
ざ
ま
。
中
で

も
一
番
多
い
の
が
「
介
護
保
険
の
利

用
方
法
を
教
え
て
ほ
し
い
」「
今
の

健
康
を
維
持
し
た
い
」
と
い
っ
た
介

護
や
健
康
に
つ
い
て
の
相
談
で
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
認
知
症
を
患
う
高

齢
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
悪
徳
商
法
や
振
り
込
め
詐
欺
が
心

配
」「
財
産
の
管
理
に
自
信
が
な
い
」

と
い
っ
た
消
費
生
活
相
談
も
数
多
く

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
不

安
や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
に
対
し

て
も
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
専
門

的
な
知
識
や
豊
富
な
経
験
を
持
っ
た

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
保
健
師

（
地
域
保
健
の
経
験
が
あ
る
看
護
師
）

・
社
会
福
祉
士
を
配
置
し
、
お
互
い

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
「
チ
ー
ム
」

と
し
て
継
続
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
医

療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
・

民
生
委
員
な
ど
と
協
力
し
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
高
齢
者
の
生
活
を

総
合
的
に
支
え
て
い
る
の
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

内
容
に
関
す
る
秘
密
は
、
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。
さ
さ
い
な
事
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
困
っ
た
こ
と
や
心
配
事
が
あ

り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

各地域包括支援センターの専門職が、支援のために
情報交換を行います。

頼
れ
る
存
在

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

主任ケアマネジャー、保健師（経験がある看護
師）、社会福祉士の活動についてインタビュー

地域包括支援センターふぁみぃゆ
社会福祉士　荒金　香織さん

　虐待の疑いや消費者被害、
成年後見制度についての相談
が多く寄せられています。相
談や通報を受けたときには、
主任ケアマネジャーや看護師
などと家庭を訪問し、状況を
確認します。初対面の場合、

悩みを相談することをためらう方も多くい
ます。本人やその家族が、私たちに心を閉
ざしてしまうと、支援の糸が切れてしまう
ので、相談者の心の声に耳を傾け、信頼関
係を築くことを意識しながら、高齢者の権
利を守るための支援を行っています。

地域包括支援センター壮幸会
看護師　櫻井　朋子さん

　保健師や看護師は、高齢者
が介護を必要とする状態にな
ることを予防し、自立した生
活ができるように支援してい
ます。そのためには、地域と
密接な関わりを持つことが大
切です。地域の高齢者学級や

サロンなどに顔を出し、熱中症やインフル
エンザなどの講話をしたり、一緒に体操を
したりしています。高齢者の方々と触れ合
い、じかに話を聞くことで、それぞれの地
域の特性や健康に対する意識などの情報を
得ることができます。そして、その情報を集
約し、高齢者の方々が、自分らしい生活を続
けていけるよう役立てていきたいと思います。

地域包括支援センター緑風苑
主任ケアマネジャー　栗原　幸江さん

　主任ケアマネジャーは、さ
まざまな問題を抱えた方に対
し、本人の身の周りのあらゆ
る社会資源を調整し、必要な
ときに使えるよう支援してい
ます。高齢者は健康、身体、
住 環 境 な ど の さ ま ざ ま な 問

題を抱えているため、特定のサービスだけ
ではなく、行政機関・医療機関・民生委員
などの社会資源を有効に活用することが必
要です。また、地域で働いているケアマネ
ジャーの後方支援やネットワーク作り、関
係機関との連絡調整も行っています。これ
からも地域で困っている方に寄り添って、
サポートしていきたいと思います。

地域包括支援センターへの相談の流れ

・介護の悩みや相談
・各種福祉サービスの利用方法
・財産管理や経済的な相談
・認知症（物忘れ）や精神疾患など
　の医療相談

・健康維持
・介護保険の利用方法
・高齢者の心配事
・虐待などの相談
・介護予防事業

地域包括支援センター
相談例

誰でも相談できます
ケアマネジャーなど高齢者が近所にいる方高齢者本人や家族

問題の解決
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自
治
会
長
お
よ
び
民
生
委
員
の
推

薦
を
受
け
、
地
域
の
高
齢
者
の
見
守

り
や
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
い

る
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談

協
力
員
」（
以
下
、
相
談
協
力
員
）。

各
自
治
会
に
1
人
以
上
配
置
さ
れ
、

現
在
、
2
0
9
人
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
協
力
員
は
、
民
生
委
員
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
密

に
し
て
い
ま
す
。
見
守
り
が
必
要
な

方
の
情
報
を
共
有
し
た
り
、
問
題
を

抱
え
た
方
が
い
る
場
合
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
つ
な
ぎ
、
適

切
な
支
援
に
結
び
付
け
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
高
齢
者
の
パ
イ
プ
役
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
相
談
協
力
員
と
し
て
の
心

得
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
活
動
に

必
要
な
知
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

研
修
に
参
加
。
こ
の
研
修
で
は
、
地

域
で
見
守
り
が
必
要
な
方
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
地
域
で
生
き
生
き
と
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
ま
す

ま
す
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
相
談
協
力

員
。「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
相
談
は
少
し
気
が
引
け
る
」
と
思

っ
て
い
る
方
は
、
ま
ず
は
地
域
の
相

談
協
力
員
に
気
軽
に
相
談
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

身近なパイプ役地域包括支援センターと
高齢者の

　自治会長や民生委員から「以前、
民生委員として活動した経験を相
談協力員として生かしてほしい」と
推薦され、平成25年度から活動し
ています。
　活動内容は、地域の高齢者の見守
りや状況把握などです。自宅を訪問
し、声掛けを行います。ときには世
間話も。その中で｢あれ、おかしい
な｣と思う言動が見られたり、私だ
けでは解決できない相談を受けた
りすることがあります。そのような
ときは、民生委員や地域包括支援セ
ンターと連携し、一緒になって問題
の解決を図るように努めています。 
　私は、相談協力員を「高齢者と地
域包括支援センターの橋渡し的な

存在」として認識しています。だか
らこそ、日々の見守り活動の中で、
高齢者のちょっとした変化も見逃
さないように意識しています。ま
た、相談者から信頼される存在とな
れるよう研修会にも参加し、地域の
情報や活動の留意点、各種福祉サー
ビスなど必要な知識の習得を行い、
活動しています。
　「体調はどう？」この一言を掛け
るだけでも、高齢者は心が穏やかに
なるように感じています。おせっか
いかもしれませんが、気軽に相談し
てもらうためにも、私はこれからも
精一杯、見守り活動を行っていきた
いと思います。

　足に人工関節を入れる手術を受
けましたが、手術後、思うように歩
くことができなくなってしまいま
した。歩行機能を回復させるため
に、高齢者福祉課が主催している

「けんこう達人塾」に参加したとき、
初めて地域包括支援センターの方
と出会ったのです。
　センターの方は、受講中に私が
つらそうにしている姿を見て、「要
介護認定を受けてみてはどうでし
ょうか」とアドバイスしてくれまし
た。その後、要介護認定を受け、介
護保険サービスを使って自宅を改
修しました。それまでは「転んでし
まったらどうしよう」と不安を抱え
ていましたが、手すりを付けたり、
段差を解消したりしたことで、今で

は安心した生活を送っています。
　主人が2年前に亡くなり、そのと
きは1人でとても寂しい思いをしま
した。そんな私のことを、センター
の方や相談協力員さん、民生委員さ
んが気に掛けてくれたのでしょう。
センターの方は、万一に備えて緊
急通報装置の設置を勧めてくれた
り、元気かどうか電話をくれたりし
ました。相談協力員さんや民生委員
さんは、家に来てくれて私の相談に
乗ってくれます。ときには世間話も
…。こういったことが心を穏やかに
させてくれるのです。皆さんがいろ
いろとサポートしてくれたおかげ
で「自分は1人じゃないんだ」という
気持ちになりました。
　本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

「精一杯、見守り活動を行っていきたい」

「私は 1人じゃない」

地域包括支援センター相談協力員
加藤　知子さん (中里 )

寺田　房子さん（中里）

地域包括支援セン
ターと相談協力員
の支援を受ける寺
田さんは、いつも
笑顔が絶えません。

42014. 3 　市報 ぎょうだ



北河原

南河原

星宮

持田

太井

星河

須加

荒木

忍
行田

佐間

長野

下忍 埼玉

太田

★

★

★

★

私たちが、あなたの生活をサポートしていきます
あなたの地区を担当する地域包括支援センターはこちらです。気軽にご相談ください。

特 集 あなたのそばに、いつも、ずっと…

▶問い合わせ　高齢者福祉課地域支援担当(内線278)

「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
い
つ
ま
で
も
元
気
で
自
分
ら
し
く
生

活
し
て
い
く
こ
と
」
こ
れ
は
誰
も
が
抱
く
願
い
で
す
。

そ
の
願
い
を
全
て
の
人
が
か
な
え
ら
れ
た
ら
、

と
て
も
す
て
き
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
る
中
で
で
き
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

色
々
と
悩
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
悩
み
を
ま
ず
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
良
い
ア
ド
バ
イ
ス
や
支
援
に
結
び
付
く
は
ず
で
す
。

現
代
の
社
会
を
築
き
上
げ
た
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
ま
ち

で
い
つ
ま
で
も
元
気
で
笑
顔
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

みんなが笑顔のまちへ

地域包括支援センター
壮幸会

下忍1162―14
☎552―1123
担当地区

太井、持田、下忍

地域包括支援センター
まきば園

白川戸275
☎550―1777
担当地区

行田、荒木、星河、
星宮、南河原

地域包括支援センター
ふぁみぃゆ

下須戸75
☎558―0088
担当地区

忍、太田、埼玉

地域包括支援センター
緑風苑

須加1563
☎557―3611
担当地区

北河原、須加、
長野、佐間
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　全国的に少子高齢化による人口減少が進む中、
国立社会保障・人口問題研究所が予測した本市の
将来推計人口は、2030年は70,479人、2040年に
は60,879人となっています。2014(平成26)年1
月1日現在の人口は、84,035人と予測よりも人口
減少が緩やかですが、実際、本市の人口は2002（平
成14）年から減少に転じており、近年は特に著し
くなっています。
　人口の減少は、市民生活の活力低下を招くばか
りでなく、地域経済にも多大な影響を及ぼすなど、
まちの存続に関わる深刻な問題です。

　平成23年度にスタートした第5次総合振興計画では、「ひとの元気・地域の元気・まちの元気」を基本理
念とし、定住人口と交流人口を合わせた「まちづくり人口10万人」を目標に、まちの活性化を図ることと
しています。これまでも教育や子育て環境の充実、観光事業の推進など、まちの魅力を高め、人口減少に
歯止めをかけるための施策を実施してきましたが、人口減少は加速化する傾向にあります。
　このような中、人口減少対策にいち早く取り組むため、昨年3月には、市・市民・事業者が一体となっ
て定住促進に取り組むことなどを定めた全国的にも珍しい「行田市定住促進基本条例」を制定しました。本
年度からは、人口減少対策を重点施策として位置付け、「子育て世帯定住促進奨励金」「企業立地奨励金」な
ど定住促進を図るための施策を総合的・積極的に展開しています。

　昨年12月には、本市の社会減(転出者が転入者を上回る現象)の要因である20～
40代の結婚・出産・子育て世代の転入促進と転出抑制を図るため、「行田市定住促
進基本計画」を策定しました。この計画では、本市の特性を生かした22の新規施
策を含む61の定住に向けた取り組みとして、「子育て支援拠点施設の整備」「住まい
る行田プロジェクト」「企業立地の促進」「住宅開発区域の見直し」などを位置付け
ました。
　今後、計画に位置付けた本市独自の定住促進策を着実に推進することにより、
人口減少を抑制し、活力あふれる元気な行田の実現を図っていきます。

　「行田市はどんな取り組みをしているの」「行田市は私たちにどんなサービスを提供してい
るの」といったことを知りたいと思ったことはありませんか。このような疑問に答えるため、
工藤市長が本市の取り組みや現状などを分かりやすく紹介するコーナーが「市長の部屋」です。
　第3回のテーマは、「人口減少対策」についてです。ここでは、市の現状や施策について
紹介します。

市長の部屋

人口減少 対 策

行田市将来推計人口（2010年～2040年）
85,786

2010年
資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」
※平成22年の国勢調査を基に平成25年3月推計
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本市の将来予測と現状

ひとの元気・地域の元気・まちの元気を目指して

県内初の「定住促進基本計画」を策定

行田市定住促進基本計画に位置付けた重点施策

・もっともっと子育て応援
・未来を担う行田っ子の育成
・ゆとりある住宅取得の支援
・安心安全なまちづくり
・未来へつなぐ環境
・交通利便性の向上
・企業の立地・育成と雇用機会の確保
・元気な商店街プロジェクト
・産学官連携

・体験・回遊型の観光誘客
・農業体験など特色ある地域農業
・行田ブランドの確立

・行田の魅力を動画で配信
・多角的な情報戦略

定住促進 交流促進

育　む

住む・
暮らす

働　く

魅力アップ
(交流・体験)

情報発信
+

▶問い合わせ　企画政策課政策担当(内線308)
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最優秀賞 優秀賞（2位）

優秀賞（3位）

原付バイクご当地ナンバープレートの
デザインが決定しました

原付バイクご当地ナンバープレートを交付します
▶交付開始日	 5月3日㈯※以後、土・日曜日、祝日

を除き随時受け付けます。なお、5月3日はナン
バー交付以外の窓口業務は行いませんのでご注意
ください。
▶時　　間	 午前9時～午後5時(先着順) 
▶場　　所	 税務課
▶対　　象	 50cc以下の車両
▶手続きに必要なもの　
【新規登録の場合】
・所有者の印鑑
・〔購入の場合〕販売証明書(車名、車台番号、排

気量の記入があり販売店の押印があるもの。店
舗を構えておらず、証明者が個人の場合は古物
営業許可証のコピーを添付)

〔個人から譲り受けた場合〕廃車申告受付書(譲
渡証明欄に記入押印済のもの。譲渡証明欄がな
い場合や未記入の場合は別途「譲渡証明」が必要)
※その他の場合は税務課へ問い合わせください。

　市制施行65周年を記念し、原付バイク（50cc以下）ご当地ナンバープレートデザイン決定の市民投票を1月に
実施したところ、皆さんから2,737票の投票がありました。その結果、1,447票を獲得した垂水秀行さんの作品
が最優秀賞に選ばれ、採用デザインとなりました。忍城の石垣にさまざまな行田らしいシルエットが隠れてい
る遊び心あふれるデザインですので、ぜひご利用ください。

垂水　秀行さん
（香川県丸亀市）

立志　哲洋さん
(東京都江東区)

塩﨑　歩美さん
(大阪府大阪市)

【行田市ナンバーから交換の場合】
・所有者の印鑑
・行田市発行のナンバープレート
・行田市発行の標識交付証明書
※5月2日㈮までに登録済のナンバープレートか

ら交換する場合も、初回のみ無料交換できます。
▶注　　意	 ナンバープレートの希望番号の選択は

できません。また、登録済みのナンバープレート
から交換する場合でも、ナンバー変更による自賠
責保険などの変更手続きが必要になる場合があり
ます。詳しくは、加入している保険会社にご確認
ください。
▶そ の 他	 5月3日以降に登録する際、ご当地ナ

ンバープレートまたは以前のナンバープレートを
選択できるようになります。

▶問い合わせ	 同課市民税担当(内線235）

市民投票の結果をお知らせします
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: : :         ::: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :意　見

: : :         ::: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :回　答

: : :         ::: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :意　見

: : :         ::: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :回　答

: : :         ::: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :意　見

: : :         ::: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :回　答

「市長への手紙」「市長への手紙」42
　このコーナーは、手紙や電子メールなどにより、市長へご意見・ご提言
などをいただいたものの中から、その一部を紹介するものです。なお、
原則として、回答を希望するものを紹介しています。

　このコーナーは、手紙や電子メールなどにより、市長へご意見・ご提言
などをいただいたものの中から、その一部を紹介するものです。なお、
原則として、回答を希望するものを紹介しています。
▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

　商店街で買い物をする人が少
ないと思うので、他の商店街を
調査したり、商品券の発行やイ
ベントの開催を増やしたりして
みてはどうか。

　市では、平成19年度から空き
店舗を賃借し、新たに事業を開始
する方に、家賃および出店に当たっ
ての改装費用の一部を助成する
「起業家支援事業」を実施していま
す。現在50店舗の方が、本事業
を利用しており、うどん店や美容
室、婦人服販売店などが出店しま
した。
　また、本市を訪れる観光客に商
店街にも足を運んでもらうため、Ｎ
ＰＯ法人が主体となって市内商店
街を巡るスタンプラリーを開催し
ている他、平成26年3月には「あき
んど市」を開催します。
　今後とも、各関係機関と連携を
図りながら、魅力的で個性的な商
店街づくりに取り組んでまいります。

　防災行政無線は、音量が小さ
く、聞き取りにくいので、防災
行政無線の内容をメール配信し
てほしい。

　防災行政無線については、天
候や家の気密性などの理由によ
り聞き取りにくくなることがあ
ります。市では、このような問
題を解消するため、市ホームペー
ジに放送内容を掲載している他、
フリーダイヤルによる音声応答
サービスを実施しています。
　なお、防災行政無線は、主に注
意喚起を目的とした放送が多いこ
とから、内容をメールで配信する
ことは考えていません。現在、防
災行政無線のデジタル化を進め
ており、そのデジタル化に併せて、
休日・夜間を問わず、放送内容を
確認できる音声応答サービスの
構築を検討しています。

　行田市駅前ロータリー送迎用
駐車場について、長時間駐車し
ている自動車があるので、適切
に利用できるようにしてもらい
たい。

　行田市駅前広場の駐車場につ
いては、駐車場中央付近に「長
時間の駐車禁止」の看板を設置
していますが、長時間駐車して
いる車両も見受けられます。
　同駐車場は市民の皆さんが利
用するものですので、私的な長
時間利用は他の人に迷惑を掛け
ます。このことから、夜間にお
いても分かりやすい注意喚起の
看板を早急に設置し、周知徹底
を図るとともに、引き続き適正
な駐車場の維持管理に努めてま
いります。

　水城公園内にオープンする新たな子育て支援
拠点の愛称を募集したところ、市内外から37
点の応募がありました。
　選定委員会による選定の結果、「きっずプラザ
あおい」に決定しました。この愛称は、「きっず
プラザ行田」「あおいの里」「あおい」の３つの応
募作品を合作したものです。なお、採用作品は
この3点とし、次の方々を愛称の採用者として
表彰します。

　　若槻　泰治さん（東京都町田市）
　　大村　真彦さん（天満）
　　矢代　彰子さん（持田）

　愛称採用者の表彰式の他、親子で楽しめるバルー
ンアートやエプロンシアター、小さなお子さんのた
めの読み聞かせ会などを行います。当日は、フラベぇ、
こぜにちゃんの他、埼玉県のマスコット「コバトン」
も登場します。ぜひお越しください。
▶日　　時	 4月12日㈯	【式典】午前10時【イベント】

午前11時
▶場　　所	 きっずプラザ あおい
▶参 加 費	 無料
▶そ の 他	 車で来場する場合は、水城公園内の駐

車場をご利用ください。
▶問い合わせ	 子育て支援課子育て支援担当（内線262
	 ・292）

新たな子育て支援拠点の愛称が
「きっずプラザ あおい」に決定

「きっずプラザ あおい」開館イベントを開催します
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会社のＰＲやイメージアップにご活用ください

　本市出身で、現在はインドネシア在住の木暮七
絵さんが埼玉県人会善行賞を受賞しました。
　木暮さんは、夫でインドネシア人のワヒューさ
んと結婚。その後、平成13年にインドネシアに移
住しました。木暮さんは「若者にチャンスを与え
たい」という思いから、平成16年に夫婦で日本語
学校を設立。平成21年には技能実習生送り出し事
業をスタートさせるとともに、発達障害児の社会
自立支援を目的とする生涯学習センターを設立し
ました。今回の埼玉県人会善行賞の受賞は、人材
育成に励んだ木暮さ
んの活動が高く評価
されたものです。
　木暮さんは「行田
市出身の『地球人』と
して、誇りを持って
これからも広く世界
に羽ばたいて、役に
立つ仕事をしていき
たいと思います」と
今後の目標を語って
くれました。

本市出身の木暮七絵さんが
埼玉県人会善行賞を受賞

引っ越しの際の手続きにもご利用ください

「行田市電子申請・届出サービス」ってなあに
　インターネットを利用し、自宅や職場のパソコン
から24時間365日、申請や届け出をすることができ
るサービスです。
　埼玉県と県内市町村が共同でシステムを運用し、
サービスを提供していますので、引っ越しに伴う
｢水道使用開始・中止届｣や｢自動車税住所変更届｣な
どの手続きが、電子申請・届出サービスのホームペー
ジから簡単にできます。通信は暗号化されますので、
セキュリティーも安心です。

利用したい方は
　パソコンの検索画面で「行田市　
電子申請」を入力後、検索ボタン
をクリックしてください。

操作に困ったときは
コールセンターがサポートします。

【コールセンター】
0570―005353または092―711―5815(月～金曜
日の午前9時～午後5時）

【Eメール】support@e-tetsuzuki99.com

▶問い合わせ　広報広聴課情報担当(内線322)

電子申請・届出サービス

　市では、公式ホームページ（トップページ）を広告媒体として活用することにより、新たな財源を確保し、市
民サービスの向上および地域経済の活性化を図るため、バナー広告を募集しています。バナー広告とは、市ホー
ムページ内に表示される有料広告で、広告主の指定するホームページにリンクするものです。
　ホームページを開設している企業、事業所、自営業などを
営む皆さん、月平均95,000件のアクセスがある市ホームペー
ジにぜひ広告を掲載してみませんか。
▶掲載位置　

市ホームページのトップページ下段
▶規　　格　
【サイズ】縦60ピクセル×横120ピクセル
【形式】ＧＩＦ（アニメ不可）またはＪＰＥＧ
【容量】6キロバイト以内
※画像は広告主の責任と負担で作成してください。
▶掲載期間	 1カ月単位で最大1年
▶広 告 料	 月額1枠10,000円（長期契約割引制度あり）※広

告掲載料は一括前納となります。
▶申し込み	 掲載を希望する開始月の2週間前までに、行田

市広告掲載申込書（市ホームページからダウンロード可）に
必要事項を記入の上、持参または郵送で提出してください。

【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市広報広
聴課
▶問い合わせ	 同課広報広聴担当（内線318）

市公式ホームページに広告を載せませんか

ここに広告が掲載されます

行田市　電子申請 検  索

9



　平成25年11月22日～25日にかけて、第51回技能五輪全国大会および第34回全国障害者技能競技大会が
開催されました。
　全国から技能者が集い、それぞれの分野の技術力を競うこの大会で、次の6人の方が優秀な成績を収め
表彰を受けました。日ごろ積み重ねてきた努力や、培ってきた技術を土台として、さらなる高みを目指す
皆さんの活躍に今後も注目です。

▶問い合わせ　商工観光課商工振興担当(内線383)

第 51回技能五輪大会受賞者
賞 職種名 氏　名 所　属

金　賞 とび 新里　靖 ものつくり大学
銀　賞 フラワー装飾 山﨑　絢加 学校法人伊東学園 テクノ・ホルティ園芸専門学校
銀　賞 フラワー装飾 奥山　加奈子 学校法人伊東学園 テクノ・ホルティ園芸専門学校
敢闘賞 家具 片山　聡美 ものつくり大学
敢闘賞 フラワー装飾 賴髙　愛奈 学校法人伊東学園 テクノ・ホルティ園芸専門学校

第 34回全国障害者技能競技大会受賞者
賞 職種名 氏　名 所　属

金　賞 フラワー
アレンジメント 成澤　正和 学校法人伊東学園 テクノ・ホルティ園芸専門学校

●このような手口に注意
　「法律で消火器の設置が義務付けられている」

「市役所の依頼を受けて自治会を回っている」「こ
の地域は、申し合わせで消火器を置くことになっ
ている」など、言葉巧みに迫ってきますので、ご
注意ください。

●実施していません
　消防本部や市役所では、消火器や住宅用火災
警報器の訪問販売および点検は実施していませ
ん。また、民間業者や消防団、自治会などにも
訪問販売および点検の委託はしていません。

●このように対応してください
・身分証明証の提示を求める。また、所属先の

記載があれば、その場で問い合わせる。
・玄関または自宅敷地外で対応し、家に上がら

せない。
・不審な点があれば、検討する時間をつくる。
・不要な物として、はっきり断る。
・相手が脅迫的な言動に出たときは、警察や消

防に通報する。

　住宅用火災警報器は、行田市火災予防条例に
おいて取り付けが義務化されましたが、訪問販
売および点検は行っていません。また、取り付
けていないことを罰せられることはありません。
　住宅用火災警報器は皆さんの生命と財産を守
る切り札です。信頼のおける店舗やホームセン
ターなどで購入し、早めに取り付けてください。
なお、警報器の価格は製造メーカーにより異なり
ますので、ご注意ください。

▶問い合わせ　消防本部予防課☎550―2121

悪質な訪問販売および点検にご注意ください

技能五輪全国大会および

全国障害者技能競技大会の入賞者を紹介します

平
成
25
年
度

第51回技能五輪大会で金賞を受賞した新里靖さん

第34回全国障害者技能競技大会で金賞を受賞した成澤正和さん

　最近、「消防のほうから来ました」または「消防の委託で来ました」などと言葉巧みに
販売や点検を行い、高額な金額を請求したり、家に上がり込んで窃盗を行ったりする
事件が多発しています。
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　 3月16日㈰は行田軽トラ朝市の定期開催日です。今月は開催時
間を1時間延長し、「春先どり」農産物の販売を行います。また、忍
城おもてなし甲冑隊による演舞や行田のご当地キャラクターとの
撮影会も開催しますので、ぜひお立ち寄りください。

▶日　　時	 3月16日㈰午前8時～11時※今月から冬時間は終了
し、通常の開始時間に戻ります。

▶場　　所	 産業文化会館南側芝生広場
▶内　　容 	 ・タイムセール

・こぜにちゃん、フラベぇ、うきしろちゃん、
ニニギン、コノハちゃんとの撮影会

・忍城おもてなし甲冑隊による演舞
・甘酒の無料配布

▶問い合わせ	 行田軽トラ朝市実行委員会事務局（農政課内・内
線386）

▶日　　時	 4月5日㈯午前10時～午後3時※雨天
または強風の場合中止
▶場　　所	 水城公園市民広場
▶内　　容	 行田大茶会(先着順・なくなり次第終

了)、フリーマーケット、食品販売

フリーマーケット出店者を募集します
▶募 集 数	 16区画(先着順）
▶出 店 料	 １区画(3メートル×3メートル)2,000円
▶応募方法	 往復はがきの往信面に代表者住所、

氏名、職業、電話番号、出品内容を、返信あ
て名面に応募者の住所、氏名を明記の上、3月
13日㈭(必着)までに申し込みください。【郵送】
〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市観光協会
▶そ の 他	 1グループまたは個人1区画のみと

し、重複応募は無効とします。また、生物類、
飲食物の出品および営利目的の参加は不可とし
ます。

食品販売出店者を募集します
▶募 集 数	 9店(先着順）
▶出 店 料	 1店(間口4メートル×奥行き3メート

ル）3,000円
▶応募方法	 往復はがきの往信面に代表者住所、

氏名、職業、電話番号、販売品を、返信あて
名面には応募者の住所、氏名を明記の上、3月
13日㈭(必着)までに申し込みください。【郵送】
〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市観光協会
▶そ の 他	 1店舗1区画とし、重複応募は無効と

します。また、販売物は飲食物のみとし、営業
許可を受けてください(アルコール類の販売は禁
止)。器具・機材などは出店者が用意してくださ
い。なお、出店場所については、先着順に観光
協会事務局で割り振りを行います。
▶問い合わせ　同協会(商工観光課内・内線382)

3月の軽トラ朝市は春を先どり
ご当地キャラ

“行田オールスターズ”大集合

水 城 公 園
桜ボンボリまつり
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①
藩
校
と
は

　

藩
校
と
は
、
江
戸
時
代
に
各
地
の
藩
が
藩
士
の
子

弟
の
教
育
の
た
め
に
設
立
し
た
教
育
機
関
の
こ
と
で

す
。
藩
校
と
い
う
名
称
が
公
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
明
治
2
年
（
1
8
6
9
）
の
版
籍

奉
還
以
後
で
、
江
戸
時
代
は
「
学
問
所
」
や
「
稽
古

所
」、あ
る
い
は
特
定
の
名
称
を
冒
頭
に
つ
け
た
「
○

○
館
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

藩
士
は
、
藩
の
体
制
を
支
え
る
と
と
も
に
、
領
地

を
治
め
る
た
め
の
実
務
を
担
い
ま
す
の
で
、
授
業
内

容
は
主
に
漢
学
に
よ
っ
て
統
治
者
と
し
て
必
要
な
政

治
倫
理
な
ど
の
人
間
教
養
を
修
得
し
た
他
、
医
学
や

洋
学
、
兵
学
な
ど
の
実
学
も
学
び
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
前
期
か
ら
藩
校
を
置
く
藩
も
あ
り
ま
し

た
が
、
多
く
の
藩
で
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は

江
戸
時
代
半
ば
を
過
ぎ
て
か
ら
で
す
。
藩
政
改
革
を

進
め
て
い
く
中
で
、
藩
政
を
担
う
優
秀
な
人
材
の
育

成
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
時
期
に
は
、
米

沢
藩
の
興こ

う

譲じ
ょ
う

館か
ん

や
白
河
藩
の
立
教
館
、
庄
内
藩
の
致ち

道ど
う

館か
ん

な
ど
、
現
在
も
そ
の
名
を
広
く
知
ら
れ
た
藩
校

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
江
戸
時
代
後
期
以
降

に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
藩
で
藩
校
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
設
置
さ
れ
た
数
は
一
説
に

は
2
5
5
校
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
藩
校
は
藩
主
で
あ
る
大
名
家
の
も
と
に
設

置
さ
れ
ま
す
の
で
、
転
封
に
よ
っ
て
藩
主
が
別
の
大

名
家
に
替
わ
れ
ば
、
藩
校
も
新
し
い
大
名
家
の
も
と

で
別
の
学
校
が
設
置
さ
れ
る
の
で
す
。

②
桑
名
藩
校
進
脩
館

　

忍
藩
校
進
脩
館
の
前
身
は
、
桑
名
藩
主
松
平
忠た

だ

和と
も

が
設
立
し
た
桑
名
藩
校
進
脩
館
で
す
。
忠
和
は
、
朱

子
学
を
奨
励
し
た
幕
府
の
老
中
松
平
定
信
の
影
響
を

受
け
、
藩
士
教
育
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。
桑
名
城
内

に
お
け
る
学
問
講
議
へ
の
藩
士
参
加
の
奨
励
や
、
授

業
料
の
藩
側
負
担
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
儒
学
者

平
井
澹た

ん

所し
ょ

を
家
臣
と
し
て
採
用
し
、
藩
士
の
教
育
を

担
当
さ
せ
ま
し
た
。

　

文
化
7
年
（
1
8
1
0
）、
平
井
の
建
言
に
よ
り

藩
士
教
育
の
た
め
の
学
校
が
桑
名
藩
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
開
校
当
初
は
小
規
模
な
学
校
だ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
同
10
年
（
1
8
1
3
）
に
整
備
を
進
め
、
進

脩
、
医
学
、
兵
学
の
三
館
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
進

脩
館
の
名
の
由
来
は
、
易
教
の
「
君
子
は
徳
に
進
み

業
を
修
め
時
に
及
ば
ん
と
欲
す
る
な
り
」
か
ら
採
ら

れ
、
幕
府
の
儒
官
林は

や
し

述じ
ゅ
っ
さ
い斎

の
子
、

ひ
か
る

が
書
い
た
扁へ

ん

額が
く

が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
教
授
は
平
井
が
勤
め
ま
し
た

が
、
文
政
4
年
（
1
8
2
1
）
に
死
去
し
た
た
め
、

代
わ
っ
て
藩
士
の
奥お

く

平だ
い
ら

玄げ
ん

甫ぽ

が
勤
め
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
松

平
家
で
は
、
学
問
を

奨
励
し
た
藩
主
の
も

と
で
、
藩
士
の
教
育

が
盛
ん
に
行
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
文

政
6
年
（
1
8
2
3
）

の
三
方
領
知
替
え
に

よ
り
大
き
な
転
機
を

迎
え
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

▶問い合わせ　ひとつくり支援課生涯学習担当☎556―8319

　 7月5日㈯・6日㈰の2日間、行田市を会場に全国藩校サミットが開催されます。市民の皆さんに全国藩校サミッ
トの概要をお知らせする他、今月から4回にわたって、忍藩校進脩館の歴史とゆかりの人物を紹介します。

藩
校
と
松ま

つ

平だ
い
ら

下し

も

総う
さ
の

守か

み

家け

の
藩
士
教
育

全国藩校サミットとは
　全国藩校サミットは、藩校の伝統を継承し、互いに
連携して新しい時代の文化創造に資することを目指
し、平成14年に東京都の湯島聖堂で開催されました。
このサミットは、経済界、教育界の有志が中心となっ
て設立された漢字文化振興協会が藩校関係者に呼び掛
けて実現したものです。
　その後、全国各地の藩校所在地で開催され、12回目
となる藩校サミットが「忍藩・行田市」で開催されます。
このサミットでは、全国から旧藩ご当主および藩校関
係者が一堂に会し、さまざまな催しを行います。

いよいよ開催！
全国藩校サミット行田大会

藩学進脩館横額（市指定文化財）

伝・藩校進脩館表門（旧芳川家表門）
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ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
不
当
請
求
が
増
え
て
い
ま
す

【
事
例
1
】

　

パ
ソ
コ
ン
で
無
料
の
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
ア

ク
セ
ス
し
「
18
歳
以
上
」
と
「
動
画
再
生
」
を

ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
、
突
然
「
登
録
完
了
、
2

日
以
内
な
ら
6
万
8
千
円
、
そ
れ
以
降
は

9
万
8
千
円
を
支
払
う
よ
う
に
」
と
い
う
請
求

画
面
が
表
示
さ
れ
た
。
支
払
わ
な
い
と
い
け
な

い
の
か
。
ま
た
、
請
求
画
面
を
消
す
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。

【
事
例
2
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
漫
画
同
人
雑
誌
の
画
像

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ら
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

に
登
録
と
な
り
、
9
万
9
千
8
0
0
円
を
請
求

さ
れ
た
。「
間
違
っ
て
登
録
し
た
人
は
退
会
メ

ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
」
と
書
い
て
あ
っ

た
の
で
メ
ー
ル
を
送
る
と
、
次
々
と
知
ら
な
い

業
者
か
ら
請
求
メ
ー
ル
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
。

請
求
額
が
高
く
て
と
て
も
支
払
え
な
い
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、「
無
料
と

思
い
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
た
ら
登

録
と
な
り
、
請
求
画
面
が
消
え
な
い
」「
業
者

か
ら
電
話
や
メ
ー
ル
で
し
つ
こ
く
請
求
が
来
る
」

と
い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ト
業
者
は
、
利
用
者
を
巧
み
に
サ
イ
ト

へ
誘
導
し
会
員
登
録
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ

せ
、
高
額
料
金
を
請
求
し
ま
す
。
ま
た
、
期
限

ま
で
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
法
的
措
置
を
取
る
と

脅
し
て
、
連
絡
さ
せ
る
よ
う
に
仕
向
け
ま
す
。

　

慌
て
て
電
話
を
掛
け
た
り
メ
ー
ル
を
送
っ
た

り
す
る
な
ど
、
絶
対
に
業
者
に
連
絡
を
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
興
味
本
位
で
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
し
た
り
、
安

易
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
業
者
か
ら
電
話
や
メ
ー
ル
が
続
い
て
も
、
連

絡
を
取
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
料
金
を
請
求

さ
れ
て
も
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
受
信
・
着
信
拒
否
機
能
の
利
用
や
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
変
更
し
ま
し
ょ
う
。
最
新
の
ウ
イ

ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
導
入
も
有
効
で
す
。

・
業
者
か
ら
の
督
促
や
脅
迫
な
ど
が
あ
っ
た
場

合
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
最
寄
り
の
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

・
請
求
画
面
を
消
す
方
法
は
、
情
報
処
理
推
進

機
構
（
Ｉ
Ｐ
Ａ
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
行
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
内
・
内
線
4
9
5
）
ま
た
は
埼

玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部
☎

0
4
8
―
7
3
4
―
0
9
9
9

く
ら
し
の

　番
110

く
ら
し
の

　番
110

　市では、平成25年11月から平成26年1月までの3カ月間を「滞納整理強化期間」とし、税金などの未納があ
る方に対して、納税催告書を送付するなど納税の働き掛けを強化してきました。
　納め忘れがないかもう一度確認し、納期限が過ぎている場合には、早急に納めてください。

●納期限を過ぎても納付がない場合
　納期限内に納付した方との公平性を保つため、
延滞金が加算され、さらには法律に基づき差押
えなどの滞納処分を受けることになります。

●病気などで納付に困っている場合
　やむを得ない特別な事情によって納付が困難
な方は、早めに納税相談を行ってください。ま
た、市役所の通常業務時間内に来庁できない方
は、次のとおり納税相談窓口を開設しています
ので、ご利用ください。
休日：毎週日曜日午前8時30分～正午（年末年始

を除く）
夜間：毎週火曜日午後5時15分～7時（祝日を除

く）
場所：収納課

●口座振替をご利用ください
　納付には、安心・確実・便利な口座振替をぜ

ひご利用ください。市内金融機関または市役所
で申し込みができます。申し込みの際は、通帳
と通帳届け出印をお持ちください。

●コンビニで納付できます
　市税については、コンビニエンスストアで納
付できます。休日・夜間、時間を問わずに納付
できますので、ぜひご利用ください。
　なお、納期限を過ぎた納付書など納付できな
い場合がありますので、ご注意ください。

●電話での納付確認を実施中
　市税の未納がある方に行田
市納税コールセンターから、
電話で納付の確認と納付の呼
び掛けを行っています。

▶問い合わせ　同課収納担当（内
線236・237）

市税や保険料の納め忘れはありませんか

13



自
由
な
こ
と
を
周
囲
に
伝
え
、
手
助
け
を
受
け

や
す
く
す
る
た
め
の
災
害
時
援
助
用
バ
ン
ダ
ナ

を
3
月
3
日
㈪
か
ら
配
布
し
ま
す
。

　

バ
ン
ダ
ナ
は
、
縦
横
55
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の

木
綿
素
材
で
す
。
ま
た
、
対
角
に
「
耳
が
き
こ

え
ま
せ
ん
」「
手
話
が
で
き
ま
す
」
と
表
示
さ

れ
て
い
る
た
め
、
災
害
時
に
周
囲
の
方
に
聴
覚

障
害
者
と
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
配
布
場
所　
福
祉
課
ま
た
は
行
田
市
社
会
福

祉
協
議
会

▼
対
象　
市
内
在
住
で
、
聴
覚
障
害
者
お
よ
び

耳
が
聞
こ
え
に
く
い
方
の
う
ち
希
望
者
ま
た

は
行
田
市
手
話
通
訳
登
録
者

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
障
害
福
祉
担
当
（
内
線

2
6
5
・
2
6
6
）【
F
A
X
】
5
5
4
―

6
7
0
1
ま
た
は
同
協
議
会
☎
5
5
7
―

5
4
0
0
【
F
A
X
】
5
5
7
―
5
4
1
1

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業

な
ど
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
4
月
か
ら
は
、
申
請
時

点
の
2
年
1
カ
月
前
の
月
分
ま
で
申
請
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法　
保
険
年
金
課
ま
た
は
熊
谷
年
金

事
務
所
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
必
要
な
添
付
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
申
請

先
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
行
田
歴
史
観
光
研
究
会
」（
新
井
俊
夫
会

長
）
は
、
行
田
市
民
大
学
の
第
1
期
生
で
、
在

学
中
か
ら
の
研
究
を
卒
業
後
も
継
続
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
で
す
。
こ
の
ほ
ど
、同
研
究
会
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
「
忍
城

史
跡
碑
め
ぐ
り
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
市
内
に
53
基
あ
る
「
行
田
史
跡

碑
」
の
う
ち
、
28
基
の
碑
を
観
光
客
目
線
で
歩

き
、
そ
の
碑
の
説
明

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
巻
末
に

は
史
跡
碑
め
ぐ
り
の

お
勧
め
コ
ー
ス
な
ど

も
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
楽
し
み
な
が
ら

行
田
の
歴
史
に
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
こ
の
本
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　
行
田
歴
史

観
光
研
究
会
会
長
新
井
☎
0
9
0
―
2
5
4

　

7
―
0
4
7
1

▼
日
時　
【
第
1
回
】
3
月
15
日
㈯
【
第
2
回
】

3
月
29
日
㈯
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
～
3

時

▼
場
所　
郷
土
博
物
館
会
議
室

▼
内
容　
最
新
の
発
掘
調
査
成
果
の
紹
介
、
そ

の
成
果
か
ら
考
え
る
行
田
の
古
代
史
に
つ
い

て
▼
講
師　
文
化
財
保
護
課
職
員

▼
定
員　
40
人

▼
受
講
料　
無
料

▼
そ
の
他　
入
場
自
由

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
文
化
財
保
護
担
当
☎

5
5
3
―
3
5
8
1

　

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
、

土
木
・
建
築
・
設
備
の
請
負
工
事
で
、「
建
物
に

手
抜
き
や
不
具
合
（
欠
陥
）
が
あ
る
」「
契
約

し
た
は
ず
の
仕
様
と
異
な
る
」「
請
負
代
金
の

支
払
い
が
滞
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

埼
玉
県
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
で
は
、公
正
・

中
立
な
立
場
の
委
員
が
当
事
者
双
方
の
言
い
分

を
聴
き
、和
解
の
成
立
を
目
指
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
会
事
務
局
（
埼
玉
県
県
土

整
備
政
策
課
内
）
☎
0
4
8
―
8
3
0
―

5
2
6
2
（
月
～
金
曜
日
の
午
前
9
時
～
11

時
45
分
、
午
後
1
時
～
5
時
）

　

市
で
は
、
聴
覚
障
害
者
が
災
害
時
に
耳
が
不

野
外
焼
却
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

過
去
2
年
間
に
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
期

間
が
あ
る
方
へ
　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
が
で
き
る
対
象
期
間
が
拡
大
さ
れ
ま
す

建
設
工
事
請
負
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を

建
設
工
事
紛
争
審
査
会
が
お
手
伝
い
し
ま
す

観
光
客
目
線
で
行
田
の
歴
史
を
紹
介

「
忍
城
史
跡
碑
め
ぐ
り
」が
完
成
し
ま
し
た

古
代
史
連
続
講
座

い
に
し
え
の
行
田
を
探
る

～
発
掘
調
査
で
わ
か
っ
た
行
田
の
歴
史
～

聴
覚
障
害
者
災
害
時
援
助
用

バ
ン
ダ
ナ
を
無
料
配
布
し
ま
す

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

2
年
1
カ
月
前
の
月
分
ま
で
免
除
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
る
と

万
一
の
際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年
所
得
に

基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
除
が
承
認

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
課
国
民
年
金
担
当
（
内
線

2
7
0
）

　
「
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
臭
い
」「
洗
濯
物
に

臭
い
が
付
い
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、
野
外
焼
却

に
関
す
る
苦
情
が
市
役
所
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

野
外
焼
却
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
一
部
の
例
外
を
除
い

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
災
発
生
の
恐
れ
や

有
害
物
質
の
発
生
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、

家
庭
ご
み
は
分
別
し
て
市
の
収
集
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
環
境
政
策
担
当
☎

5
5
6
―
9
5
3
0
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　都市計画法第34条第11号区域とは、市街化調整区域の中でも、誰でも住宅などを建築することができる区域
です。市では、区域を平成15年に指定、平成18年に追加指定し、これに基づき運用を行ってきましたが、旧南
河原村との合併や、各地域を取り巻く環境の変化に対応するため、一部の地区で見直しを行います。
　「持田・前谷地区」および「荒木地区」については、それぞれ区域の一部を新たに追加します。「南河原地区」につ
いては、合併前に指定された区域での取り扱いが旧行田市域と異なることから、一部条件を付加し、取り扱い
を統一します。また、現在は都市計画道路予定地の一部に本区域の指定がされていますが、道路の施工時に支
障が生じる可能性があることから、都市計画道路の予定地は本区域から除外します。
　これらの変更を、土地所有者をはじめとした市民の皆さんに広くお知らせするため、以下のとおり説明会を
開催します。各回とも参加は自由です。土地を所有していない方や地区外にお住まいの方でも参加できます。
　なお、今回の変更は市街化区域と市街化調整区域の区分(いわゆる線引き)を変更するものではありません。
▶説明会日時・場所・地区など

▶そ の 他	 お持ちの土地が今回変更する区域に該当するか、あらかじめ確認したい方は、市ホームページを
ご覧になるか都市計画課まで問い合わせください。

▶問い合わせ	 同課計画担当☎550―1550

日時・場所 地区名 地区詳細
3月12日㈬午後7時・

持田公民館 持田・前谷地区 大字持田の一部(西中学校・壮幸会行田総合病院周辺)
大字前谷の一部(市水道庁舎・ものつくり大学周辺)

3月18日㈫午後7時・
荒木公民館 荒木地区 大字荒木の一部(武州荒木駅・荒木小学校周辺)

3月19日㈬午後7時・
南河原公民館 南河原地区 大字南河原、犬塚、中江袋、馬見塚の各一部

(市街化区域を除く)
3月25日㈫午後7時・

中央公民館第1学習室(「みらい」内) 全地区(全ての変更内容について説明します）

　 4月6日㈰は、第30回行田市鉄剣マラソン大会が開催されるため、市内循環バス「観光拠点循環コース」の
第1便から第3便および「東循環コース」の第1便から第4便を運休します。
　また、「南大通り線コース」は停留所の一部が休止となる他、交通規制により運行の遅延が予想されますの
で、ご理解ご協力をお願いします。

▶問い合わせ　地域づくり支援課くらし安心担当（内線252）

●運休となるコース
【観光拠点循環コース】出発場所：JR行田駅
便名 出発時刻

第1便 午前 7 時50分
第2便 午前 9 時  5分
第3便 午前10時40分

【東循環コース】出発場所：行田市バスターミナル
便名 出発時刻

第1便 午前 7 時
第2便 午前 8 時15分
第3便 午前 9 時55分
第4便 午前11時10分

●停留所が休止となるコース

※下り（工業団地行き）は全便通常運行
となります。

【南大通り線コース】出発場所：工業団地

便名 休止
停留所 時刻

上り
（JR行田駅行き） 警察署前 午前 9 時36分

鉄剣マラソン大会開催に伴い市内循環バスを一部運休します

都市計画法第34条第11号区域(市街化調整区域で住宅などの
建築が可能となる区域)の見直しに関する説明会を開催します

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、
不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制

度
は
紹
介
制
で
、
紹
介
後
は
個
人
間
の
や
り
取
り
と
な
り

ま
す
。
登
録
品
は
無
料
で
登
録
期
間
は
3
カ
月
で
す
。

　

な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品
登

録
の
際
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写
真
を

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
環
境
業
務
担
当
☎
5
5
6
―

9
5
3
0
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
3
―
0
7
9
2

不
用
品
情
報

ゆずってください

さしあげます

▷学習机（椅子付き）　▷電気グリル　▷こたつ天板（２枚）　
▷アウトドアテーブル　▷座椅子　▷冷気扇　▷電話台　▷エ
レクトーン　▷乗馬運動器具　▷ＶＨＳビデオデッキ　▷自動
車タイヤ（13インチ・14インチ）　▷3wayスピーカー　▷サラ
ウンドスピーカー

▷ベビーベッド　▷チャイルドシート　▷電動ポータブルミ
シン　▷除湿機　▷トランペット　▷キャビネット（鍵付き）
▷大人用自転車　▷大人用自転車（折り畳み式）　▷ソファ
ベッド　▷電動彫刻機　▷洗濯機　▷大人用自転車（自転車
用チャイルドシート付き）　▷ちゃぶ台　▷小型冷蔵庫　▷空
気清浄機　▷マッサージチェア　▷リクライニングチェア
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市
で
は
、
老
朽
化
し
た
空
き
家
が
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
な
い
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
こ
と
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、条
例
（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
意
見
募
集
期
間　
3
月
14
日
㈮
～
4
月
14
日

㈪
▼
閲
覧
場
所　
開
発
指
導
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
南
河
原
支
所
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

電
子
デ
ー
タ
の
閲
覧
も
可
能

▼
意
見
提
出
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
様
式
自
由
）。【
持
参
・
郵
送
】
〒
3
6
1

―
0
0
5
2 

行
田
市
本
丸
2
―
20 

行
田
市

開
発
指
導
課
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
5
5
3
―
4
5
4

　

4
【
Ｅ
メ
ー
ル
】kaihatu@

city.gyoda.
lg.jp

▼
提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て

　

個
人
を
特
定
で
き
な
い
よ
う
編
集
し
、
概

要
を
公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
意
見
に
基
づ
い

て
修
正
を
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
内
容
を
公

表
し
ま
す
（
公
表
場
所
は
閲
覧
場
所
と
同

じ
）。な
お
、個
別
に
回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

同
課
建
築
指
導
担
当
☎

5
5
0
―
1
5
5
1

　

市
で
は
、
学
資
金
の
一
部
を
奨
学
資
金
と
し

て
給
与
し
ま
す
。

▼
受
給
資
格

①
修
学
の
意
欲
が
あ
る
の
に
経
済
的
な
理
由

で
修
学
が
困
難
な
方

②
市
内
に
6
カ
月
以
上
居
住
し
、
高
校
ま
た

は
高
等
専
門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
方

③
他
の
奨
学
資
金
の
給
与
を
受
け
て
い
な
い

方
④
正
規
の
修
学
年
限
の
勉
学
に
耐
え
ら
れ
る

方

▼
給
与
金
額　
月
額
1
万
円

▼
願
書
に
添
付
す
る
書
類　

・
奨
学
生
願
書

・
奨
学
生
調
書
（
前
学
年
の
も
の
）

・
在
学
証
明
書
（
平
成
26
年
4
月
1
日
以
降

の
も
の
）

・
収
入
の
あ
る
同
居
の
家
族
全
員
分
の
平
成

25
年
分
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書

・
市
県
民
税
申
告
書
の
控
え
（
コ
ピ
ー
可
）

・
住
民
票
謄
本

・
同
意
書

▼
申
込
期
間　
4
月
1
日
㈫
～
25
日
㈮

▼
そ
の
他　
受
給
者
は
、
奨
学
生
選
考
委
員
会

で
選
考
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
教
育
総
務
課
庶

　

務
担
当
☎
5
5
6
―
8
3
1
1

行
田
市
老
朽
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例（
案
）に
対
す
る
市
民
意
見
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
行
い
ま
す

奨
　
学
　
資
　
金

ご
活
用
く
だ
さ
い

▶期　　日	 3月27日㈭～4月2日㈬※3月30日㈰は予
備日、4月1日㈫は休養日

	 【準決勝・第1試合】3月31日㈪午前10時
	 【準決勝・第2試合】3月31日㈪午後0時30分
	 【決勝】4月2日㈬午前10時
▶場　　所	 総合公園野球場　
▶内　　容	 前回大会で優勝した花咲徳栄高等学校や

第17回全国高等学校女子硬式野球選手権大会で優
勝した埼玉栄高等学校など、北信越から九州まで全
15校の女子硬式野球部が熱戦を繰り広げます。
▶試合方式	 トーナメント方式
▶観 戦 料	 無料
▶主　　催	 全国高等学校女子硬式野球連盟、行田市

▶問い合わせ	 同大会実行委員会事務局(スポーツ振興
課内)☎556―8336

4月以降70歳になる方へ

　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の負担
割合は、70歳になるまでは3割負担ですが、70歳

（昭和19年4月2日以降生まれの方）の誕生月の翌
月から2割となります（1日生まれの方はその月）。
　なお、昭和19年4月1日以前生まれの方は1割で、
一定の所得のある方は3割で変更はありません。
また、自己負担割合は所得などにより決められて
おり、毎年8月1日に見直しを行っていますので、
世帯の所得状況などが変わったときは、負担割合
が変更になる場合があります。

※新たに70歳になる方には、負担割合などを記載
した「高齢受給者証」を郵送しますので、診察の
際に、保険証と一緒に提示してください。

▶問い合わせ　保険年金課国保担当（内線273）

医療機関での自己負担割合
70歳になるまで 3割

70歳の誕生月
の翌月から75
歳になるまで

昭和19年4月2日
以降生まれの方

2割（一定の所得
のある方は3割）

昭和19年4月1日
以前生まれの方

1割（一定の所得
のある方は3割）

医療機関などで支払う負担金の
自己負担割合が変わります

第15回全国高等学校女子硬式野球
選抜記念大会を開催します
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休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時

※医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りた
いとき

・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相談窓

口につながります（携帯電話可）。
・相談時間　【月～土曜日】午後7時～翌日午前7時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～翌日午前7時

子どもの健康
乳幼児健診
　健 診 名	 4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児歯

科健診、3歳児健診
　そ の 他	 転入されたお子さんで、前住所地で受診

していない方は保健センターにご連絡く
ださい。

乳幼児相談（要申し込み）
　日　　時	 4月10日㈭午前9時30分～11時
　対　　象	 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
　日　　時	 4月10日㈭午前10時30分～11時30分（午

前10時15分から受け付け）
　対　　象	 平成25年10月15日～11月14日生まれの

お子さんがいる方

離乳食教室（中後期）（要申し込み）
　日　　時	 3月18日㈫午前10時30分～11時30分（午

前10時15分から受け付け）
　対　　象	 7カ月から11カ月のお子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

犬の登録・集合狂犬病予防注射のお知らせ
　生後91日以上経過した犬は登録をし、狂犬病予防注射を毎年受けさせることが法律で義務付けられていま
す。登録をしていない方は、登録と狂犬病予防注射を済ませましょう(故意に登録や注射をしない場合は、罰
則が定められています）。
　なお、登録済みの場合は、予防注射の案内はがきを郵送しますので、必ず会場にお持ちください。

　受付時間	 午前9時30分～11時(雨天実施）
　費　　用	 【注射のみ(登録済みの方）】3,300円(ワクチン代2,750円+注射済票発行手数料550円）
	 【登録および注射】6,300円(ワクチン代2,750円+注射済票発行手数料550円+登録手数料3,000円）
	 【登録のみ】3,000円
	 ※つり銭のないようご協力ください。
　注　　意	 ・会場には飼い犬に慣れた方が連れてきてください。
	 ・飼い犬が死亡している場合は、死亡届を保健センターまたは各公民館へ提出してください。なお、

会場でも受け付けます。
	 ・会場で起こった盗難、咬

こ う

傷
しょう

などの事件・事故などについて、市は一切責任を負いかねます。

期　　日 医療機関名 期　　日 医療機関名

 3 月16日㈰ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院  3 月30日㈰ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

 3 月21日㈮ 清幸会行田中央総合病院  4 月 6 日㈰ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院

 3 月23日㈰ 清幸会行田中央総合病院  4 月13日㈰ 清幸会行田中央総合病院

期　　日 場　　所 期　　日 場　　所
4月3日㈭ 保健センター 4月17日㈭ 星宮公民館
4月4日㈮ 下忍公民館 4月18日㈮ 荒木公民館
4月7日㈪ 南河原支所 4月19日㈯ 保健センター
4月8日㈫ 持田公民館 4月22日㈫ 太井公民館
4月9日㈬ 須加公民館 4月23日㈬ 地域文化センター

4月11日㈮ 太田公民館 4月25日㈮ 北河原公民館
4月15日㈫ 埼玉公民館 4月30日㈬ 星河公民館
4月16日㈬ 忍・行田公民館
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（3月15日～4月14日）各 種 相 談

放射線量測定値
参考値

2月18日㈫　・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
午前9時(晴れ)0.08マイクロシーベルト　午後3時(晴れ)0.07マイクロシーベルト

市税の納付には、「安心！確実！便利！」
な口座振替をご利用ください。

今 月 の 納 税
国民健康保険税・・・・・・・・9期
介護保険料・・・・・・・・・・9期
後期高齢者医療保険料・・・・・9期

納期限　 3月31日㈪

▶勤務時間	 1週間に20時間未満(勤務詳細は応相
談)
▶業務内容	 要介護認定に関する認定調査
▶資　　格	 介護支援専門員または介護認定調査

員の経験があり、普通自動車免許証をお持ちの方
▶募集人数	 若干名
▶時　　給	 1,100円
▶申し込み	 市販の履歴書（写真貼付）に必要事項

を記入の上、3月24日㈪までに高齢者福祉課に持
参してください。後日、面接の日程を連絡します。
▶問い合わせ	 同課介護認定担当（内線269）

　春になると松くい虫による被害が発生する可能
性があります。初期症状は分かりづらく、気付いた
ときには立ち枯れて、強風で倒れることがあります。
　心配な方は、造園業者にご相談ください。
▶問い合わせ　都市計画課公園担当☎550―1550

介護保険認定調査員を募集します

あなたの庭にある松の木、
大丈夫ですか

相　　談 場　　所 期　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

3月25日㈫、4月10日㈭※次回4月22
日㈫の予約は4月1日㈫から、5月8日
㈭の予約は5月1日㈭から

午前9時20分～正午

地域づくり支援課
（内線252）行政 産業文化会館

2階会議室 3月17日㈪、4月7日㈪ 午後1時30分～3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時30分

相続、遺言、
離婚、日常生活

の困り事
VIVAぎょうだ 4月9日㈬※予約制 午後1時～5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会

埼北支部
☎554―2702

不動産 市役所 3月19日㈬ 午前9時～正午
㈳埼玉県宅地建物取引業協会

北埼支部
☎562―5900

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日
※各土曜日は市内在住の方を対象に

電話相談も受け付けます
午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週火・金曜日(祝日を除く） 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 忍・行田公民館 4月9日㈬ 午後1時30分～3時30分 人権推進課
（内線221）

税務
（予約制）

関東信越税理士会
行田支部

（市役所前）

毎週水曜日（祝日を除く）
※予約受け付けは毎週月・水・金曜日

（祝日を除く）の午前10時30分〜午
後3時30分

午後1時～4時
関東信越税理士会

行田支部
☎554―1411

水道料金の
休日納付 水道庁舎（前谷） 3月23日㈰、4月6日㈰ 午前8時30分～正午 水道課

☎553―0131水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 3月18日㈫・25日㈫、4月1日㈫・8日㈫ 午後5時15分～7時

事業者の皆さんへ

　市では、毎週内職相談を実施しています。外で働
くことができない方や、余暇の活用を目的とした方
に、家庭内でできる内職の仕事を紹介するものです。
　内容は、縫製・検品・データ入力・組み立てなど、
特に問いません。繁忙期に人手が足りない、事業所
内でなくてもできる作業があるなど、内職作業者の
採用を考えている事業所の方は、商工観光課までご
連絡ください。
▶問い合わせ　電話またはEメールで同課商工振興

担当(内線383）【Eメール】syoko@city.gyoda.lg.jp

内職の仕事を募集しています
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▶日　　時	 3月15日㈯午後2時
▶場　　所	 映像ホール
▶題　　名	 長ぐつをはいたねこ 他46分
▶定　　員	 80人（先着順）
▶入 場 料	 無料

▶日　　時	 4月9日㈬午後2時
▶場　　所	 図書館ミーティングルーム
▶内　　容	 詩やエッセイなどの朗読
▶主　　催	 おしゃべりインコの会

　 4カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日　　時	 4月9日㈬午後1時受付開始
▶持 ち 物	 母子健康手帳

▶日　　時	 3月18日㈫午後2時
▶場　　所	 北河原小

・断酒つれつれ草　我が人生の礎は断酒なり（滝澤布沙
／編）
・穴（小山田浩子）
・毎日がときめく片づけの魔法（近藤麻理恵）
・だるまなんだ（おおなり修司／文、丸山誠司／絵）
・みどりの小鳥（イタロ・カルヴィーノ／作、河島英昭

／訳）
・税ってなに？シリーズ１　とられる税から私たちの

税へ（三木義一／監修）

▶日　　時	 3月19日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容	 絵本、パネルシアターなど
▶対　　象	 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 3月22日㈯午前11時
▶内　　容	 絵本や手遊びなど
▶対　　象	 幼児
▶主　　催	 おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 4月5日㈯午後2時
▶内　　容	 絵本や紙芝居など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時	 4月12日㈯午後2時
▶内　　容	 絵本や紙芝居など
▶対　　象	 幼児・小学生
▶主　　催	 おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

おはなし会

新 着 図 書

午前9時30分～午後7時
3月3日㈪・10日㈪・17日㈪・24日㈪・31日㈪、
4月1日㈫・ 7 日㈪・14日㈪

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

ブックスタート

読み語りの会

移動図書館巡回日程

定例子ども映画会
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た
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ブ
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て
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ご
参
加
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だ
さ
い
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▼
日
時　
4
月
～
6
月
の
第
2
日
曜
日
、
午
前
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時

▼
場
所　
児
童
コ
ー
ナ
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お
は
な
し
の
へ
や
」

▼
対
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英
語
に
興
味
の
あ
る
方

▼
そ
の
他　
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程
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合
に
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り
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
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す
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▼
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い
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2

　

7 行
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り
英
語
児
童

書
の
寄
贈
と
、同
ク
ラ
ブ
主
催
の「
英
語
児

童
書
読
み
聞
か
せ
会
」を
開
催
し
て
い
ま
す

▲前回の英語児童書読
み聞かせ会の様子

◀行田ロータリークラ
ブが英語児童書を寄
贈
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